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第５章  計画の推進体制と進行管理 

 

１． 計画の推進体制 

 

「計画」を総合的かつ実践的に推進し、望ましい環境像を実現させるためには、多様な主体（市

民、各種主体、ＮＰＯ、事業者、市など）の連携・協働が不可欠です。 

具体的には、重点プロジェクトの推進母体としての「環境もやい☆安芸高田（仮称）」を核に、

市で設置する「安芸高田市環境基本計画推進委員会（仮称）」との連絡調整・協議が定期的に行わ

れる必要があります。（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告 

報告 参加 

連携・調整 

啓発 

 

情報 
提供 

議 会 
安芸高田市環境審議会 

事務局：市民生活課 

諮問 報告 

答申 

指示 
意見 

報告 

報告 
調整 

参加 参加 
実践 
啓発 

安芸高田市環境基本計画推進委員会（仮称） 

安芸高田市長 

庁内関係機関 

 
 
 

【賛同する各種団体・事業者・市など】 
■重点的な取り組みの実践・支援・管理 

■市民・市民団体・事業者との協働体制づくり 

■環境づくりリーダー養成の場 

環境もやい☆安芸高田（仮称） 

市民・市民団体・事業者 
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２． 計画の進行管理 

 

計画の実効性を確保するためには、適切な進行管理が必要です。本計画では、管理手法（マネジ

メントシステム）の基本的な考え方であるＰＤＣＡサイクルを用いて計画の進行管理を行います。 

 

 

 

ＰＤＣＡサイクルの考え方は、環境保全の取組を継続的に計画（Plan）→実行（Do）→評価

（Check）→見直し（Action）の４つのステップで計画の進行を管理する仕組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＰＤＣＡサイクルの利用 

計画（Plan） 
市 

■年次行動計画の策定 

評価（Check ） 
安芸高田市環境審議会 

■実施内容の全体評価 

見直し（Action ） 
安芸高田市環境基本計画 

推進委員会（仮称） 
■単年ごとに計画の見直し 

実行（Do） 
市民、市民団体、事業者、 

市 

■主体別取組の実践 

PDCA サイクル
による計画の 

進行管理 

年次報告書（実施状況）の公表！ 
 

環境もやい☆ 
安芸高田（仮称） 

■計画の支援・管理 
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「安芸高田市環境基本計画推進委員会（仮称）」は、当該年度に行う取組について、市民や事業

者の意見を踏まえ、その計画と目標を設定した年次行動計画を取りまとめます。 

 

 

本計画は、市民、市民団体、事業者、市が取組を実践します。これらの取組を円滑に推進するた

め、「環境もやい☆安芸高田（仮称）」を中心に市民、市民団体、事業者が協働で取り組めるパート

ナーシップを基本として、計画を支援・管理します。 

 

 

取組の実施状況について、庁内関係機関や「環境もやい☆安芸高田（仮称）」からの意見を踏ま

え、「安芸高田市環境基本計画推進委員会（仮称）」は、年次報告書として結果の取りまとめを行い

ます。その結果をもとに、審議会で評価を行います。 

 

 

 

 

市民、市民団体、事業者の意見及び審議会での調査審議を踏まえ、「安芸高田市環境基本計画推

進委員会（仮称）」が計画の見直しを行います。 

 

なお、審議会では、これらの毎年の進行管理結果を基に、社会状況の変化、環境に対する価値観

の変化を踏まえ、5年に一度、必要に応じて計画全体の見直しを行います。 

 

 

◆計画（Plan） 

● 進行管理 

◆実行（Do） 

◆評価（Check） 

 
■計画の進捗状況や取組の実施状況は、年次報告書として整理します。評価は、それらの達成状況から判断しま

す。また、年次報告書は、一般に公表して、市民、市民団体、事業者へ情報提供を行います。 

◆見直し（Action） 

評価手法 


